
■努力を重ねて叶えた夢

■父と築いた野球の土台

　父が野球をやっていたこともあり、物心ついたと

きから野球は生活の一部でした。４歳頃にはボール

遊びや草野球のナイター観戦をしていて、小学１年

生からは、父がコーチをしていた野球少年団「みゆ

きフェニックス」に入りました。小学生のころは、はっ

きりした目標ではありませんでしたが、プ

ロ野球選手になれたらいいなという思いは、

心のどこかにありました。家では素振り

をしたり、坂ダッシュをしたり、父

との特訓も今につながっています。

父に教わったバッティングや礼儀・

あいさつの大切さは、今も自分の

土台です。

静内第三中学校を卒業

後は、新潟県の強豪高

校で１年生から活躍し、

社会人チームを経て

2025年からは独立リー

グ富山サンダーバー

ツで主力選手として

活躍していました。

■スポーツをやっている子どもたちへ

　少年野球のころは、観察したり研究し

たりするのが好きで、仲間に向けられた　　　　　　

アドバイスも自分のことのように受け止

め、いろいろ試してきました。とりあえ

ずやってみることが大切だと思います。

時間はあっという間に過ぎます。だから

こそ、やると決めたら全力で取り組んで

ほしいです。
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小学１年生でみゆきフェニックスに入団し、中学では日高リトル

シニアに所属。高校、社会人、独立リーグを経て、10月23日に開

催されたプロ野球ドラフト会議で、東北楽天ゴールデンイーグル

スから育成１位指名を受けました。

東北楽天ゴールデンイーグルス育成１位　幌村 黛
だ い

汰
た

さん（21 歳）

指名された瞬間、家族みんな言葉が出ず、自然と涙

があふれました。幼い頃から、どうすれば上手くな

れるかを自分なりに考え、

目の前のことに一つ一つ向

き合って努力を続ける子だっ

たので、その積み重ねが、

この日につながったのだと

思います。ここまでよく頑

張ったと心から思います。 －父 幌村 克巳さん－

■プロの世界で活躍して恩返し

　足には自信があるので、自分の強みとしてしっか

り生かしていきたいです。これまで以上に練習を重

ね、覚悟を持って努力し、いち早く支配下登録を目

指します。学校や野球仲間をはじめ、多くの人との

縁や支えがあって今の自分があります。その感謝の

気持ちを忘れず、結果で恩返しできるよう全力で挑

み続けます。

■指名を受けて

　特に今シーズンは、プロを目指し、朝から晩まで

野球漬けの一年で、大変でしたが充実していました。

思うように結果がでない時期もありましたが、自分

のプレースタイルは崩さず、これまでやってきたこ

とを信じて取り組んできました。

　ドラフト指名を待つ時間はとても長く感じ、呼ば

れた瞬間は言葉が出ず、頭が真っ白になりました。

ドラフトが終わってからは、いろいろな人から連絡

をもらって本当にうれしかったし、改めて周りの応

援に支えられていると感じました。新ひだか町から

初のプロ野球選手ということもうれしく思っています。

　今は育成ですが、早く結果を出し、この町をもっ

と盛り上げたいです。


